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▲ＴＨＥ－ＴＯＮ ＵＰ ＭＯＴＯＲＳ
　井上仁志氏凱旋ライブ

（平成26年）
2014

幌延町における深地層の研究について
議会だより第78号（6ページ）
町職員の給与・定員管理の状況について
幌延町税条例の一部改正のお知らせ
後期高齢者医療の被保険者の皆さんへ
幌延町農業委員会委員が決まりました
平成27年度に浄化槽の設置を希望される方へ
先天性風しん症候群予防のための抗体検査料
を北海道が助成します
消費税及び地方消費税（個人事業者）の中間申
告と納付
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６
月
17
日
よ
り
定
例
会
が
行

わ
れ
、
最
初
に
幌
延
町
民
憲
章

を
全
員
で
朗
誦
し
た
後
、
開
会

さ
れ
た
。
今
回
の
議
会
で
は
、

報
告
４
件
、
議
案
６
件
、
推
薦

１
件
、
意
見
案
１
件
、
発
議
２

件
が
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
全
て
を
可
決
し
、
閉
会
し
た
。

北緯45度のまち

第78号
発行 北海道幌延町議会
編集 議会報発行特別委員会
電話 01632-5-1111
FAX 01632-5-2971

お

も

な

内

容

第５回幌延町議会定例会
地域の話題をとらえて－一般質問－
常任委員会
第３回・第４回幌延町議会臨時会
議員研修会
総務文教常任委員会道外視察研修報告
行政報告・編集後記
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幌
延
町
議
会

定
例
会

第５回

６月17日

▼
報
告
第
１
号
「
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
に
つ
い
て
」

　
問
寒
別
地
区
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
１
千
９
百
万
円
。
橋
の

補
修
事
業
２
千
４
百
７
万
円
。

　
昨
年
は
工
事
入
札
者
が
０
だ

が
、
今
年
は
ど
ん
な
状
況
か
。

　
今
年
は
地
元
の
業
者
が
受
注

し
た
。

▼
報
告
第
２
号
「
有
限
会
社
幌

延
畜
産
振
興
公
社
の
経
営
状
況

報
告
に
つ
い
て
」

▼
報
告
第
３
号
「
株
式
会
社
幌

延
町
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場
の
経

営
状
況
報
告
に
つ
い
て
」

　
ト
ナ
カ
イ
は
ど
う
評
価
し
て

い
る
の
か
。

　
町
の
資
産
。(

株)

ト
ナ
カ
イ

牧
場
の
所
有
物
で
は
な
い
。

　
町
の
資
産
台
帳
の
中
に
は

載
っ
て
い
な
い
。

　
一
応
、
備
品
扱
い
に
な
っ
て

い
る
。

▼
議
案
第
５
号
「
財
産
の
取
得

に
つ
い
て
」

　
除
雪
車
（
10
ｔ
車
）
は
増
強

な
の
か
、
入
れ
替
え
な
の
か
。

　
増
強
。
問
寒
別
地
区
を
予
定

し
て
い
る
。

▼
議
案
第
６
号
「
平
成
25
年
度

幌
延
町
一
般
会
計
補
正
予
算
」

　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
事
業
は
、
予
算
が
足
り
な
く

な
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
５

百
万
円
増
に
な
っ
て
い
る
。
何

戸
分
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
太
陽
光
発
電
の
施
設
の
設
置

は
、
補
助
金
を
50
万
か
ら
１
百

万
に
増
額
し
た
。
当
初
は
20
件

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
現
時
点

で
17
件
を
認
定
し
て
い
る
。
17

件
で
１
４
４
・
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。

今
後
10
件
程
度
の
申
請
に
は
対

応
し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
る
。

　
安
心
農
園
、
旧
北
星
園
の
総

合
訓
練
棟
の
改
修
は
ど
う
い
う

も
の
か
。

　
ト
イ
レ
が
汲
み
取
り
式
だ
っ

た
の
を
、
水
洗
化
と
シ
ャ
ワ
ー

の
設
置
を
す
る
。

　
安
心
農
園
の
な
か
な
の
か
、

他
の
と
こ
ろ
な
の
か
。

　
総
合
訓
練
棟
の
建
物
の
中
の
、

ト
イ
レ
の
改
修
。

ほろのべ議会だより 第78号　①

議 会 の 動 き
4月11日▶第52回議会報発行特別委員会
4月17日▶第53回議会報発行特別委員会
4月23日～25日▶総務文教常任委員会道外視察研修（東海村）
5月12日▶第３回臨時会
5月16日▶第５回総務文教常任委員会
5月16日▶第４回産業厚生常任委員会
5月23日▶第５回臨時会
5月26日～28日▶全国町村議長・副議長研修会（東京都）
5月29日▶宗谷管内町村議会議員研修会（猿払村）
6月3日▶第４回議会運営委員会
6月3日▶第６回総務文教常任委員会
6月3日▶第３回全員協議会
6月4日～6日▶北海道町村議会議長会総会（札幌市）
6月12日▶第５回議会運営委員会
6月17日▶第５回定例会
7月4日～5日▶北海道町村議会議員研修会（札幌市）
7月8日▶道北議員研修会（稚内市）

　本年３月の第２回幌延町議
会定例会分から、会議録の
閲覧が幌延町のホームページ
でできるようになりました。
　幌延町のホームページの中
の、幌延町議会のコーナー
に掲載しています。

幌延町議会の会議録が、
ホームページで
ご覧いただけます。

ろ
う
し
ょ
う

問答

答

問答

問

答

問答問答問問 答
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国
保
税
が
81
万
円
（
最

高
限
度
額
）
に
な
っ
て
、
支
払
が

大
変
だ
と
い
う
話
を
多
く
聞
く
。

実
態
は
ど
う
か
。

　
　
　
国
保
世
帯
数
３
８
２
世
帯
、

軽
減
世
帯
数
２
０
２
世
帯
、
減
免

世
帯
１
世
帯
。
７
割
軽
減
１
２
５

世
帯
、
５
割
軽
減
32
世
帯
、
２
割

軽
減
45
世
帯
と
な
って
い
る
。

　
　
　
法
的
に
は
公
私
の
扶
助
を

受
け
て
い
る
と
減
免
で
き
る
こ
と

に
な
って
い
る
が
、
幌
延
町
の
基
準

は
ど
う
な
って
い
る
の
か
。

　
　
　
本
町
で
は
、
公
の
扶
助
で

あ
る
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場

合
に
減
免
し
て
い
る
。

　
　
　
離
農
な
ど
に
よ
っ
て
、一時

的
所
得
が
形
の
上
だ
け
で
増
え
る
。

所
得
税
と
住
民
税
も
多
額
の
支
払

い
に
な
る
。
国
保
税
の
81
万
円
を

支
払
う
の
は
大
変
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
年
間
１
５
０
万
円
か
月
20

　
　
　
宮
本
町
政
３
期
12
年
目
の

思
い
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
12
年
間
を
顧
み
る
と
、
町

民
と
共
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
立

ち
向
か
い
、
先
人
達
が
幾
多
の
試

練
や
労
苦
を
乗
り
越
え
て
築
い
て

き
た
幌
延
を
、
21
世
紀
を
担
う
子

供
達
に
責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
引

き
継
い
で
い
け
る
土
台
は
出
来
た

も
の
と
思
って
い
る
。

　
　
　
や
り
残
し
た
政
策
は
な
い

の
か
。

　
　
　
幌
延
町
発
展
の
た
め
に
多

く
の
施
策
を
掲
げ
、
実
施
し
て
き

た
。
全
て
と
は
申
し
上
げ
な
い
が
、

大
方
は
実
施
出
来
た
と
思
っ
て
い

3
氏
が一般
質
問

地
域
の
課
題

　
　を
と
ら
え
て

地
域
の
課
題

　
　を
と
ら
え
て

・
町
政
４
期
目
を
目
指
す

　
の
か
？

・
原
子
力
機
構
の
事
業
に

　
つ
い
て

植 村　　 敦

住
民
の
暮
ら
し
と
生
活
の

問
題

国
保
・
町
営
住
宅
の
改
善

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す

鷲 見　　 悟

る
。

　
　
　
宮
本
町
政
の
４
期
目
を
目

指
す
の
か
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
の
発
展
の
た
め
に
も
ま

だ
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
健
康
上
の
不
安
も
あ
り
、
今

期
を
も
っ
て
後
進
に
道
を
譲
る
決

意
を
し
た
。
残
り
の
任
期
を
、
全

力
で
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
原
子
力
研
究
機
構
と
北

海
道
と
の
三
者
協
定
に
違
反
を
し

な
い
研
究
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

受
け
入
れ
た
い
と
し
て
き
た
が
、

今
も
変
わ
り
な
い
か
。

　
　
　
幌
延
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い

て
実
施
可
能
と
判
断
さ
れ
た
調
査

研
究
事
業
で
三
者
協
定
に
抵
触
し

な
い
限
り
に
お
い
て
、
積
極
的
に

受
け
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
再
回
収

技
術
研
究
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
で
実
施
可
能
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

　
　
　
現
在
、
こ
の
研
究
に
つ
い

て
の
詳
細
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、

実
施
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

協
定
に
抵
触
し
な
い
限
り
受
け
入

れ
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
町
と
議
会
が
要
請
し
た
５

百ｍ
ま
で
の
掘
削
研
究
を
実
施
す

る
に
は
、
計
画
の
変
更
が
必
要
と

な
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
平
成
10
年
の
深
地
層
研

究
計
画
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
研

究
期
間
に
つ
い
て
も
当
初
計
画
に

変
更
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
町
と
し
て
原
子
力
研
究
機

構
の
事
業
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
、
新
た
な
取
り
組
み

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
年
６
回
の
実

験
工
作
教
室
の
開
催
、
各
種
情
報

誌
へ
の
紹
介
、
対
象
親
子
20
組
の

道
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
見
学

会
な
ど
の
視
察
研
修
事
業
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
改
め
て
幌
延
が
最
終
処
分

場
に
な
ら
な
い
、
と
す
る
根
拠
を

伺
い
た
い
。

　
　
　
三
者
協
定
に
お
い
て
研
究

実
施
区
域
へ
の
放
射
性
廃
棄
物
の

持
ち
込
み
や
使
用
禁
止
、
研
究
終

了
後
の
埋
戻
し
な
ど
を
明
確
に
定

め
て
い
る
。
ま
た
、
幌
延
町
に
お

け
る
「
深
地
層
の
研
究
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
第
２
条
第
２
項
に

お
い
て
も
深
地
層
の
研
究
を
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
に
、
研
究
期
間

中
及
び
終
了
後
に
お
い
て
町
内
に

放
射
性
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
は
認

め
な
い
も
の
と
す
る(

平
成
12
年

５
月
11
日
公
布)

と
あ
る
。
町
長

提
案
を
議
会
が
議
決
し
た
条
例
で

あ
り
、
こ
れ
を
最
大
限
尊
重
す
る

責
務
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
問
寒
別
地
区
道
営
営
農

用
水
道
事
業
で
農
村
地
区
に
消
火

栓
等
の
設
置
が
図
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
営
農
用
水
事
業
で
は
、
消

火
栓
設
置
で
き
な
い
。

　
　
　
で
は
、
農
家
の
防
災
対
策

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　 

消
防
と
し
て
、
将

来
的
に
10
ト
ン
級
の
水
槽
付
き
ポ 問

　
基
幹
産
業
の
酪
農
に
対
す
る

　
　
基
本
姿
勢
は
？

答
　
幌
延
町
が
元
気
に
な
る
為
に

　
　
は
、
酪
農
が
元
気
で
な
け
れ

　
　
ば
な
ら
な
い
！
意
欲
と
希
望

　
　
を
持
っ
て
経
営
に
専
念
で
き

　
　
る
よ
う
頑
張
る
！

斎 賀　弘 孝

ン
プ
車
への
更
新
を
計
画
し
て
い
る
。

平
成
30
年
度
更
新
。

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
調
査

の
進
捗
状
況
は
？

　
　
　
７
月
に
任
命
予
定
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
町
の

現
状
把
握
な
ど
を
行
い
、
ど
の
よ

う
な
分
野
で
協
力
隊
を
活
用
す
る

の
か
検
討
を
進
め
る
。

万
円
ぐ
ら
い
で
生
活
し
て
い
る
人

は
た
く
さ
ん
い
る
。
分
納
を
し
て

も
ら
う
。

　
　
　
分
納
と
い
う
理
解
は
、
そ

の
回
数
を
、
例
え
ば
１
年
間
じ
ゃ

な
く
２
〜
３
年
に
分
け
て
支
払
っ
て

も
い
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
そ
う
で
す
。

　
　
　
町
営
住
宅
で
、
３
階
建
て

の
住
宅
は
換
気
扇
な
ど
を
常
時
回

し
て
い
な
い
と
、
住
宅
の
湿
気
を

除
去
出
来
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

電
気
料
な
ど
も
か
さ
み
、
日
常
的

な
経
費
も
膨
ら
む
。
改
善
策
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　 

宮
園
団
地
の
３
階

建
て
の
建
物
に
つ
い
て
は
、Ｒ
Ｃ
構

造
に
な
っ
て
い
る
。
換
気
扇
を
回

さ
な
け
れ
ば
換
気
が
出
来
な
い
構

造
。
夏
場
と
か
冬
場
の
さ
ほ
ど
影

響
の
な
い
時
に
、
換
気
す
る
方
法

も
考
え
て
み
た
い
。
個
別
に
中
身

を
確
認
し
な
が
ら
、
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
野
村
茂
雄
原
子
力
機
構

理
事
の
穴
の
埋
め
戻
し
に
つ
い
て
の

も
っ
た
い
な
い
発
言
。
研
究
終
了

後
に
埋
め
戻
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
に
こ
う
い
う
発
言
は
問
題
で
は

な
い
か
。

　
　
　
研
究
終
了
後
に
は
埋
め
戻

す
。
幌
延
町
と
し
て
も
そ
の
こ
と

は
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、

町
民
を
含
め
て
検
討
時
期
で
は
な

い
の
か
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
町
民
参
加
条

例
と
併
せ
て
、
今
年
度
中
に
町
民

を
含
め
て
検
討
し
、
そ
の
後
に
必

要
な
措
置
を
講
じ
て
い
く
。

　
　
　
今
回
の
町
長
選
挙
に
間
に

合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　 

町
民
を
含
め
て
検

討
す
る
と
い
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
町
長
選
云
々
に
関
わ
ら
ず
、

速
や
か
に
対
応
す
る
。

　
　
　
条
例
の
中
で
、
第
33
条
に

規
定
す
る
人
と
自
然
と
の
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
の
進
み
具
合
は
。

　
　
　
今
後
は
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
い
。

　
　
　
使
用
済
み
の
小
型
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
への
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
西
天
北
五
町
衛
生
施

設
組
合
の
企
画
会
議
で
今
後
対
策

を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
告
知
端
末
の
動
画
配
信
の

進
捗
は
？
ま
た
、
今
の
端
末
の
使

用
状
況
に
満
足
し
て
い
る
か
。

　
　
　
今
あ
る
設
備
内
で
動
画
配

信
を
し
た
い
。
町
内
事
業
者
の
方

に
は
、
告
知
端
末
機
を
用
い
た
買

物
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
今
の
機
種
の
使
い
勝
手
に

つ
い
て
、
ど
こ
が
悪
い
の
か
、
ど
こ

を
改
良
す
る
の
か
、
早
急
に
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
民
の
声
を
聞
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
お
金

を
か
け
て
、
告
知
端
末
で
動
画
を

見
て
利
用
す
る
人
が
あ
ま
り
い
な

い
よ
う
で
あ
れ
ば
ど
う
な
の
か
な

ど
、
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　（
深
地
層
の
）
研
究
期
間

が
長
く
な
る
の
は
三
者
協
定
違
反

で
な
い
か
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
研
究
終
了
期
間
は
、
次

期
中
期
計
画
期
間
中
に
検
討
す
る

事
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
20
年
程
度
の
研
究
期

間
は
変
更
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
協
議
の
場
に
も
着
か
な
い

の
か
。

　
　
　
現
段
階
で
は
、
協
議
の
必

要
性
な
い
と
思
う
。

　
　
　
協
議
を
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
い
う
判
断
は
、
町
長
が
す

る
の
か
。

　
　
　
三
者
が
必
要
性
を
認
め
た

と
き
に
協
議
す
る
。

　
良
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
５

月
29
日
猿
払
村
に
お
い
て
管

内
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
役
場
の
大
会
議
室
に

お
い
て
、
北
海
道
新
聞
社
編

集
局
生
活
部
長
の
伊
藤
一
哉

氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、
北

方
領
土
の
歴
史
的
経
過
と
日

露
関
係
の
遍
歴
に
つ
い
て
講

演
、質
疑
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

浅
茅
野
に
あ
る
「
北
の
大
地
」

と
い
う
会
社
経
営
の
バ
イ
オ

プ
ラ
ン
ト
発
電
を
見
学
し
た
。
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第
６
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

６
月
３
日

１
．
幌
延
町
第
６
次
社
会
教
育

中
期
計
画
に
つ
い
て

　
計
画
策
定
経
過
は
、
７
月
24

日
に
教
育
委
員
長
か
ら
諮
問
を

受
け
、
社
会
教
育
委
員
９
名
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
３
名
の
合

計
12
名
で
５
回
の
審
議
を
経
て
、

３
月
25
日
に
答
申
。

〇
そ
の
基
本
的
考
え
方

・
町
民
一
人
ひ
と
り
が
何
時
で

も
、
何
処
で
も
、
誰
で
も
、
学

習
活
動
に
参
加
出
来
る
機
会
の

充
実
を
図
り
、
人
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
、

生
涯
学
習
の
基
盤
確
立
の
た
め

と
す
る
。

２
．
幌
延
町
の
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

〇
幌
延
町
番
号
制
度
関
係
課
連

絡
会
議
を
設
置
し
た
。

・
個
人
番
号
は
、
来
年
10
月
か

ら
付
番
と
個
人
へ
の
通
知
が
始

ま
る
。

・
番
号
制
度
導
入
の
た
め
の
シ

ス
テ
ム
改
修
、
職
員
研
修
、
住

民
へ
の
広
報
等
を
今
年
度
か
ら

進
め
る
。

　
今
ま
で
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
と
の
絡
み
は
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
28
年
１

月
か
ら
発
行
し
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
新
規
発
行
は
27
年

12
月
で
終
了
す
る
。
住
民
基
本

カ
ー
ド
は
有
効
期
間
が
10
年
で
、

途
中
で
個
人
カ
ー
ド
へ
の
切
り

替
え
申
請
を
す
る
と
そ
の
時
点

で
失
効
。

　
窓
口
で
個
人
カ
ー
ド
と
通
知

カ
ー
ド
等
カ
ー
ド
の
種
類
に
よ

り
混
雑
す
る
対
処
は
。

　
通
知
カ
ー
ド
は
顔
写
真
が
入

ら
な
い
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
に

す
る
と
顔
写
真
入
り
で
便
利
な

は
ず
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
住
基
カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
も

10
年
間
維
持
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
経
費
や
シ
ス
テ
ム
改
修

経
費
は
。

　
シ
ス
テ
ム
改
修
は
全
面
的
改

修
で
は
な
く
、
一
部
改
修
と
な

り
、
ク
ラ
ウ
ド
化
も
進
め
て
い

る
の
で
、
費
用
は
安
く
済
む
。

　
カ
ー
ド
の
経
費
は
個
人
に
持

た
せ
る
の
か
。

　
個
人
カ
ー
ド
経
費
に
つ
い
て

は
、
政
府
内
で
検
討
中
。

第
４
回
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

５
月
16
日

１
．
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保

険
税
率
改
正
に
伴
う
試
算
の

状
況
に
つ
い
て

　
こ
の
度
の
改
正
は
、
平
成
25

年
度
の
宗
谷
管
内
の
市
及
び
税

率
が
著
し
く
違
う
町
村
を
除
い

た
町
村
の
平
均
に
よ
り
算
定
し

た
税
率
を
適
用
す
る
。

　
医
療
保
険
分
の
一
部
と
後
期

高
齢
者
支
援
分
の
一
部
に
つ
い

て
改
正
す
る
。
ま
た
、
軽
減
判

定
基
準
に
つ
い
て
も
改
正
を
し
、

軽
減
の
適
用
も
拡
充
す
る
。

　
税
率
を
改
正
し
税
収
が
増
額

さ
れ
て
も
財
源
不
足
が
生
じ
る

た
め
、
法
定
外
繰
入
が
必
要
な

状
況
で
あ
る
。

　
法
定
外
繰
入
を
す
る
と
い
う

説
明
が
あ
っ
た
が
、
他
町
村
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
宗
谷
管
内
と
留
萌
管
内
に
つ

い
て
調
べ
た
。
留
萌
管
内
で
は

一
切
行
っ
て
い
な
い
。
宗
谷
管

内
に
つ
い
て
は
、
全
市
町
村
で

実
施
し
て
い
る
。

　
国
保
加
入
者
の
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、

今
後
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
充
分
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
都
道
府
県
単

位
に
移
っ
て
行
く
こ
と
を
考
え

る
と
、
全
道
平
均
を
見
な
が
ら

税
率
を
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
急
激
な
負

担
増
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
懸

念
し
て
い
る
。

２
．
幌
延
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
の
概

要
に
つ
い
て

　
新
た
な
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
に
備
え
、
国
全
体
と

し
て
万
全
な
体
制
を
整
備
し
、

対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
に
特

別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
。
本

町
に
お
い
て
も
そ
の
趣
旨
に
基

づ
き
、
行
動
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
は
、
感
染
拡
大
を
可
能
な
限

り
抑
制
し
町
民
の
生
命
及
び
健

康
を
保
護
す
る
こ
と
と
、
生
活

及
び
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
最

小
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と

し
、
対
策
の
目
的
や
考
え
方
な

ど
、
主
要
５
項
目
で
構
成
し
た

行
動
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　
町
の
役
割
と
し
て
は
、
町
民

や
事
業
者
へ
の
正
確
か
つ
迅
速

な
情
報
の
提
供
や
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
等
、
国
が
示
す
基
本
的
な

方
針
に
基
づ
き
、
的
確
に
対
策

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
対
策
本
部
の
中
身
は
。

　
町
長
を
中
心
に
、
副
町
長
と

教
育
長
、
各
課
長
で
構
成
さ
れ
、

事
務
局
は
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

と
保
健
セ
ン
タ
ー
が
あ
た
る
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

答

問答

答

問

答 問問問問

答 問答 問 答 問

　
　
　
国
保
税
が
81
万
円
（
最

高
限
度
額
）
に
な
っ
て
、
支
払
が

大
変
だ
と
い
う
話
を
多
く
聞
く
。

実
態
は
ど
う
か
。

　
　
　
国
保
世
帯
数
３
８
２
世
帯
、

軽
減
世
帯
数
２
０
２
世
帯
、
減
免

世
帯
１
世
帯
。
７
割
軽
減
１
２
５

世
帯
、
５
割
軽
減
32
世
帯
、
２
割

軽
減
45
世
帯
と
な
って
い
る
。

　
　
　
法
的
に
は
公
私
の
扶
助
を

受
け
て
い
る
と
減
免
で
き
る
こ
と

に
な
って
い
る
が
、
幌
延
町
の
基
準

は
ど
う
な
って
い
る
の
か
。

　
　
　
本
町
で
は
、
公
の
扶
助
で

あ
る
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場

合
に
減
免
し
て
い
る
。

　
　
　
離
農
な
ど
に
よ
っ
て
、一時

的
所
得
が
形
の
上
だ
け
で
増
え
る
。

所
得
税
と
住
民
税
も
多
額
の
支
払

い
に
な
る
。
国
保
税
の
81
万
円
を

支
払
う
の
は
大
変
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
年
間
１
５
０
万
円
か
月
20

　
　
　
宮
本
町
政
３
期
12
年
目
の

思
い
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
12
年
間
を
顧
み
る
と
、
町

民
と
共
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
立

ち
向
か
い
、
先
人
達
が
幾
多
の
試

練
や
労
苦
を
乗
り
越
え
て
築
い
て

き
た
幌
延
を
、
21
世
紀
を
担
う
子

供
達
に
責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
引

き
継
い
で
い
け
る
土
台
は
出
来
た

も
の
と
思
って
い
る
。

　
　
　
や
り
残
し
た
政
策
は
な
い

の
か
。

　
　
　
幌
延
町
発
展
の
た
め
に
多

く
の
施
策
を
掲
げ
、
実
施
し
て
き

た
。
全
て
と
は
申
し
上
げ
な
い
が
、

大
方
は
実
施
出
来
た
と
思
っ
て
い

3
氏
が一般
質
問

地
域
の
課
題

　
　を
と
ら
え
て

地
域
の
課
題

　
　を
と
ら
え
て

・
町
政
４
期
目
を
目
指
す

　
の
か
？

・
原
子
力
機
構
の
事
業
に

　
つ
い
て

植 村　　 敦

住
民
の
暮
ら
し
と
生
活
の

問
題

国
保
・
町
営
住
宅
の
改
善

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す

鷲 見　　 悟

る
。

　
　
　
宮
本
町
政
の
４
期
目
を
目

指
す
の
か
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
の
発
展
の
た
め
に
も
ま

だ
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
健
康
上
の
不
安
も
あ
り
、
今

期
を
も
っ
て
後
進
に
道
を
譲
る
決

意
を
し
た
。
残
り
の
任
期
を
、
全

力
で
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
原
子
力
研
究
機
構
と
北

海
道
と
の
三
者
協
定
に
違
反
を
し

な
い
研
究
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

受
け
入
れ
た
い
と
し
て
き
た
が
、

今
も
変
わ
り
な
い
か
。

　
　
　
幌
延
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い

て
実
施
可
能
と
判
断
さ
れ
た
調
査

研
究
事
業
で
三
者
協
定
に
抵
触
し

な
い
限
り
に
お
い
て
、
積
極
的
に

受
け
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
再
回
収

技
術
研
究
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
で
実
施
可
能
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

　
　
　
現
在
、
こ
の
研
究
に
つ
い

て
の
詳
細
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、

実
施
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

協
定
に
抵
触
し
な
い
限
り
受
け
入

れ
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
町
と
議
会
が
要
請
し
た
５

百ｍ
ま
で
の
掘
削
研
究
を
実
施
す

る
に
は
、
計
画
の
変
更
が
必
要
と

な
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
平
成
10
年
の
深
地
層
研

究
計
画
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
研

究
期
間
に
つ
い
て
も
当
初
計
画
に

変
更
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
町
と
し
て
原
子
力
研
究
機

構
の
事
業
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
、
新
た
な
取
り
組
み

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
年
６
回
の
実

験
工
作
教
室
の
開
催
、
各
種
情
報

誌
へ
の
紹
介
、
対
象
親
子
20
組
の

道
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
見
学

会
な
ど
の
視
察
研
修
事
業
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
改
め
て
幌
延
が
最
終
処
分

場
に
な
ら
な
い
、
と
す
る
根
拠
を

伺
い
た
い
。

　
　
　
三
者
協
定
に
お
い
て
研
究

実
施
区
域
へ
の
放
射
性
廃
棄
物
の

持
ち
込
み
や
使
用
禁
止
、
研
究
終

了
後
の
埋
戻
し
な
ど
を
明
確
に
定

め
て
い
る
。
ま
た
、
幌
延
町
に
お

け
る
「
深
地
層
の
研
究
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
第
２
条
第
２
項
に

お
い
て
も
深
地
層
の
研
究
を
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
に
、
研
究
期
間

中
及
び
終
了
後
に
お
い
て
町
内
に

放
射
性
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
は
認

め
な
い
も
の
と
す
る(

平
成
12
年

５
月
11
日
公
布)

と
あ
る
。
町
長

提
案
を
議
会
が
議
決
し
た
条
例
で

あ
り
、
こ
れ
を
最
大
限
尊
重
す
る

責
務
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
問
寒
別
地
区
道
営
営
農

用
水
道
事
業
で
農
村
地
区
に
消
火

栓
等
の
設
置
が
図
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
営
農
用
水
事
業
で
は
、
消

火
栓
設
置
で
き
な
い
。

　
　
　
で
は
、
農
家
の
防
災
対
策

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　 

消
防
と
し
て
、
将

来
的
に
10
ト
ン
級
の
水
槽
付
き
ポ 問

　
基
幹
産
業
の
酪
農
に
対
す
る

　
　
基
本
姿
勢
は
？

答
　
幌
延
町
が
元
気
に
な
る
為
に

　
　
は
、
酪
農
が
元
気
で
な
け
れ

　
　
ば
な
ら
な
い
！
意
欲
と
希
望

　
　
を
持
っ
て
経
営
に
専
念
で
き

　
　
る
よ
う
頑
張
る
！

斎 賀　弘 孝

ン
プ
車
への
更
新
を
計
画
し
て
い
る
。

平
成
30
年
度
更
新
。

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
調
査

の
進
捗
状
況
は
？

　
　
　
７
月
に
任
命
予
定
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
町
の

現
状
把
握
な
ど
を
行
い
、
ど
の
よ

う
な
分
野
で
協
力
隊
を
活
用
す
る

の
か
検
討
を
進
め
る
。

万
円
ぐ
ら
い
で
生
活
し
て
い
る
人

は
た
く
さ
ん
い
る
。
分
納
を
し
て

も
ら
う
。

　
　
　
分
納
と
い
う
理
解
は
、
そ

の
回
数
を
、
例
え
ば
１
年
間
じ
ゃ

な
く
２
〜
３
年
に
分
け
て
支
払
っ
て

も
い
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
そ
う
で
す
。

　
　
　
町
営
住
宅
で
、
３
階
建
て

の
住
宅
は
換
気
扇
な
ど
を
常
時
回

し
て
い
な
い
と
、
住
宅
の
湿
気
を

除
去
出
来
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

電
気
料
な
ど
も
か
さ
み
、
日
常
的

な
経
費
も
膨
ら
む
。
改
善
策
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　 

宮
園
団
地
の
３
階

建
て
の
建
物
に
つ
い
て
は
、Ｒ
Ｃ
構

造
に
な
っ
て
い
る
。
換
気
扇
を
回

さ
な
け
れ
ば
換
気
が
出
来
な
い
構

造
。
夏
場
と
か
冬
場
の
さ
ほ
ど
影

響
の
な
い
時
に
、
換
気
す
る
方
法

も
考
え
て
み
た
い
。
個
別
に
中
身

を
確
認
し
な
が
ら
、
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
野
村
茂
雄
原
子
力
機
構

理
事
の
穴
の
埋
め
戻
し
に
つ
い
て
の

も
っ
た
い
な
い
発
言
。
研
究
終
了

後
に
埋
め
戻
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
に
こ
う
い
う
発
言
は
問
題
で
は

な
い
か
。

　
　
　
研
究
終
了
後
に
は
埋
め
戻

す
。
幌
延
町
と
し
て
も
そ
の
こ
と

は
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、

町
民
を
含
め
て
検
討
時
期
で
は
な

い
の
か
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
町
民
参
加
条

例
と
併
せ
て
、
今
年
度
中
に
町
民

を
含
め
て
検
討
し
、
そ
の
後
に
必

要
な
措
置
を
講
じ
て
い
く
。

　
　
　
今
回
の
町
長
選
挙
に
間
に

合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　 

町
民
を
含
め
て
検

討
す
る
と
い
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
町
長
選
云
々
に
関
わ
ら
ず
、

速
や
か
に
対
応
す
る
。

　
　
　
条
例
の
中
で
、
第
33
条
に

規
定
す
る
人
と
自
然
と
の
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
の
進
み
具
合
は
。

　
　
　
今
後
は
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
い
。

　
　
　
使
用
済
み
の
小
型
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
への
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
西
天
北
五
町
衛
生
施

設
組
合
の
企
画
会
議
で
今
後
対
策

を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
告
知
端
末
の
動
画
配
信
の

進
捗
は
？
ま
た
、
今
の
端
末
の
使

用
状
況
に
満
足
し
て
い
る
か
。

　
　
　
今
あ
る
設
備
内
で
動
画
配

信
を
し
た
い
。
町
内
事
業
者
の
方

に
は
、
告
知
端
末
機
を
用
い
た
買

物
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
今
の
機
種
の
使
い
勝
手
に

つ
い
て
、
ど
こ
が
悪
い
の
か
、
ど
こ

を
改
良
す
る
の
か
、
早
急
に
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
民
の
声
を
聞
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
お
金

を
か
け
て
、
告
知
端
末
で
動
画
を

見
て
利
用
す
る
人
が
あ
ま
り
い
な

い
よ
う
で
あ
れ
ば
ど
う
な
の
か
な

ど
、
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　（
深
地
層
の
）
研
究
期
間

が
長
く
な
る
の
は
三
者
協
定
違
反

で
な
い
か
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
研
究
終
了
期
間
は
、
次

期
中
期
計
画
期
間
中
に
検
討
す
る

事
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
20
年
程
度
の
研
究
期

間
は
変
更
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
協
議
の
場
に
も
着
か
な
い

の
か
。

　
　
　
現
段
階
で
は
、
協
議
の
必

要
性
な
い
と
思
う
。

　
　
　
協
議
を
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
い
う
判
断
は
、
町
長
が
す

る
の
か
。

　
　
　
三
者
が
必
要
性
を
認
め
た

と
き
に
協
議
す
る
。

　
良
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
５

月
29
日
猿
払
村
に
お
い
て
管

内
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
役
場
の
大
会
議
室
に

お
い
て
、
北
海
道
新
聞
社
編

集
局
生
活
部
長
の
伊
藤
一
哉

氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、
北

方
領
土
の
歴
史
的
経
過
と
日

露
関
係
の
遍
歴
に
つ
い
て
講

演
、質
疑
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

浅
茅
野
に
あ
る
「
北
の
大
地
」

と
い
う
会
社
経
営
の
バ
イ
オ

プ
ラ
ン
ト
発
電
を
見
学
し
た
。

350ｍ坑道視察

ほろのべ議会だより 第78号　②ほろのべ議会だより 第78号　③

宗
谷
管
内
町
村
議
員

研
修
会
が
猿
払
村
で

開
催
さ
れ
ま
し
た

宗
谷
管
内
町
村
議
員

研
修
会
が
猿
払
村
で

開
催
さ
れ
ま
し
た

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

町
長

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

副
町
長

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

町
長

質
問

質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

町
長

質
問

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

質
問

ほろのべの窓　2014.8 月号▶　6



ほろのべ議会だより 第78号　④

第
６
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

６
月
３
日

１
．
幌
延
町
第
６
次
社
会
教
育

中
期
計
画
に
つ
い
て

　
計
画
策
定
経
過
は
、
７
月
24

日
に
教
育
委
員
長
か
ら
諮
問
を

受
け
、
社
会
教
育
委
員
９
名
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
３
名
の
合

計
12
名
で
５
回
の
審
議
を
経
て
、

３
月
25
日
に
答
申
。

〇
そ
の
基
本
的
考
え
方

・
町
民
一
人
ひ
と
り
が
何
時
で

も
、
何
処
で
も
、
誰
で
も
、
学

習
活
動
に
参
加
出
来
る
機
会
の

充
実
を
図
り
、
人
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
、

生
涯
学
習
の
基
盤
確
立
の
た
め

と
す
る
。

２
．
幌
延
町
の
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

〇
幌
延
町
番
号
制
度
関
係
課
連

絡
会
議
を
設
置
し
た
。

・
個
人
番
号
は
、
来
年
10
月
か

ら
付
番
と
個
人
へ
の
通
知
が
始

ま
る
。

・
番
号
制
度
導
入
の
た
め
の
シ

ス
テ
ム
改
修
、
職
員
研
修
、
住

民
へ
の
広
報
等
を
今
年
度
か
ら

進
め
る
。

　
今
ま
で
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
と
の
絡
み
は
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
28
年
１

月
か
ら
発
行
し
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
新
規
発
行
は
27
年

12
月
で
終
了
す
る
。
住
民
基
本

カ
ー
ド
は
有
効
期
間
が
10
年
で
、

途
中
で
個
人
カ
ー
ド
へ
の
切
り

替
え
申
請
を
す
る
と
そ
の
時
点

で
失
効
。

　
窓
口
で
個
人
カ
ー
ド
と
通
知

カ
ー
ド
等
カ
ー
ド
の
種
類
に
よ

り
混
雑
す
る
対
処
は
。

　
通
知
カ
ー
ド
は
顔
写
真
が
入

ら
な
い
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
に

す
る
と
顔
写
真
入
り
で
便
利
な

は
ず
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
住
基
カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
も

10
年
間
維
持
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
経
費
や
シ
ス
テ
ム
改
修

経
費
は
。

　
シ
ス
テ
ム
改
修
は
全
面
的
改

修
で
は
な
く
、
一
部
改
修
と
な

り
、
ク
ラ
ウ
ド
化
も
進
め
て
い

る
の
で
、
費
用
は
安
く
済
む
。

　
カ
ー
ド
の
経
費
は
個
人
に
持

た
せ
る
の
か
。

　
個
人
カ
ー
ド
経
費
に
つ
い
て

は
、
政
府
内
で
検
討
中
。

第
４
回
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

５
月
16
日

１
．
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保

険
税
率
改
正
に
伴
う
試
算
の

状
況
に
つ
い
て

　
こ
の
度
の
改
正
は
、
平
成
25

年
度
の
宗
谷
管
内
の
市
及
び
税

率
が
著
し
く
違
う
町
村
を
除
い

た
町
村
の
平
均
に
よ
り
算
定
し

た
税
率
を
適
用
す
る
。

　
医
療
保
険
分
の
一
部
と
後
期

高
齢
者
支
援
分
の
一
部
に
つ
い

て
改
正
す
る
。
ま
た
、
軽
減
判

定
基
準
に
つ
い
て
も
改
正
を
し
、

軽
減
の
適
用
も
拡
充
す
る
。

　
税
率
を
改
正
し
税
収
が
増
額

さ
れ
て
も
財
源
不
足
が
生
じ
る

た
め
、
法
定
外
繰
入
が
必
要
な

状
況
で
あ
る
。

　
法
定
外
繰
入
を
す
る
と
い
う

説
明
が
あ
っ
た
が
、
他
町
村
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
宗
谷
管
内
と
留
萌
管
内
に
つ

い
て
調
べ
た
。
留
萌
管
内
で
は

一
切
行
っ
て
い
な
い
。
宗
谷
管

内
に
つ
い
て
は
、
全
市
町
村
で

実
施
し
て
い
る
。

　
国
保
加
入
者
の
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、

今
後
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
充
分
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
都
道
府
県
単

位
に
移
っ
て
行
く
こ
と
を
考
え

る
と
、
全
道
平
均
を
見
な
が
ら

税
率
を
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
急
激
な
負

担
増
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
懸

念
し
て
い
る
。

２
．
幌
延
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
の
概

要
に
つ
い
て

　
新
た
な
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
に
備
え
、
国
全
体
と

し
て
万
全
な
体
制
を
整
備
し
、

対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
に
特

別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
。
本

町
に
お
い
て
も
そ
の
趣
旨
に
基

づ
き
、
行
動
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
は
、
感
染
拡
大
を
可
能
な
限

り
抑
制
し
町
民
の
生
命
及
び
健

康
を
保
護
す
る
こ
と
と
、
生
活

及
び
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
最

小
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と

し
、
対
策
の
目
的
や
考
え
方
な

ど
、
主
要
５
項
目
で
構
成
し
た

行
動
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　
町
の
役
割
と
し
て
は
、
町
民

や
事
業
者
へ
の
正
確
か
つ
迅
速

な
情
報
の
提
供
や
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
等
、
国
が
示
す
基
本
的
な

方
針
に
基
づ
き
、
的
確
に
対
策

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
対
策
本
部
の
中
身
は
。

　
町
長
を
中
心
に
、
副
町
長
と

教
育
長
、
各
課
長
で
構
成
さ
れ
、

事
務
局
は
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

と
保
健
セ
ン
タ
ー
が
あ
た
る
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

答

問答

答

問

答 問問問問

答 問答 問 答 問
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《
目
的
》

　
深
地
層
研
究
計
画
の
第
３
段

階
で
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
人
工
バ
リ
ア
性
能
確
認
試

験
の
過
程
や
仕
組
み
等
の
調
査

研
究
と
、
原
子
力
研
究
が
一
般

産
業
や
地
域
事
業
な
ど
で
有
効

活
用
が
出
来
な
い
か
、
そ
の
応

用
研
究
の
実
態
を
茨
城
県
東
海

村
に
あ
る
研
究
所
に
て
視
察
。

《
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
工
学
研
究
所
》

　
研
究
所
内
に
あ
る
地
層
処
分

基
盤
研
究
施
設
で
工
学
研
究
所

の
概
要
説
明
が
あ
り
、
先
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一

原
発
事
故
の
発
電
所
廃
止
措
置

に
向
け
た
研
究
開
発
や
福
島
住

民
へ
の
支
援
活
動
、
再
処
理
施

設
の
安
全
対
策
な
ど
が
新
た
に

取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

地
層
処
分
研
究
で
は
、
そ
の
処

分
方
法
や
研
究
開
発
の
実
態
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
中
で

も
、
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
と

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
は

深
地
層
の
科
学
的
研
究
と
地
層

処
分
技
術
の
信
頼
性
向
上
や
、

安
全
評
価
手
法
の
高
度
化
に
関

す
る
研
究
開
発
の
た
め
に
重
要

な
研
究
施
設
で
あ
り
、
特
に
平

成
26
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
人

工
バ
リ
ア
性
能
確
認
試
験
は
、

深
地
層
処
分
研
究
で
は
大
変
重

要
に
な
る
実
験
研
究
で
あ
る
と

の
こ
と
。

　
ま
た
、
隣
の
地
層
処
分
放
射

化
学
研
究
施
設
で
は
、
実
際
に

放
射
性
廃
棄
物
を
使
っ
て
、
極

微
量
の
酸
素
し
か
含
ん
で
い
な

い
深
地
層
環
境
を
模
擬
し
た
グ

ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
内
で
放
射
性

物
質
の
化
学
特
性
や
、
移
動
時

の
様
々
な
係
数
を
測
定
し
て
い

た
。

　
こ
れ
ら
の
実
験
研
究
は
、
実

際
に
貯
蔵
処
分
し
た
時
の
安
全

評
価
と
し
て
大
切
な
研
究
で
あ

る
。

《
原
子
力
科
学
研
究
所
》

　
こ
こ
で
は
、
研
究
所
内
に
あ

総
務
文
教
常
任
委
員
会
道
外
視
察
研
修
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
道
外
視
察
研
修
報
告

る
産
学
連
携
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設

を
視
察
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
原
子
力
機
構

の
研
究
開
発
成
果
を
産
業
界
や

大
学
等
と
連
携
し
保
有
す
る
施

設
で
、
設
備
を
外
部
と
供
用
し

な
が
ら
共
同
研
究
や
受
託
研
究

を
行
い
、
民
間
企
業
等
へ
の
技

術
支
援
や
技
術
移
転
を
し
て
原

子
力
機
構
の
研
究
技
術
成
果
を

社
会
へ
還
元
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
平
成
10
年
度
か
ら
昨
年
度
ま

で
に
応
募
件
数
１
２
６
件
中
86

件
採
用
し
、
そ
の
内
39
件
を
製

品
化
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
も

の
は
、
放
射
線
を
利
用
し
て
高

性
能
化
し
た
フ
ィ
ル
タ
ー
や
消

臭
剤
、
植
物
の
品
種
改
良
等
で
、

様
々
な
製
品
開
発
に
成
功
し
て

い
る
。

　
最
後
に
、
核
融
合
炉
技
術
を

利
用
し
た
高
感
度
ガ
ス
分
析
装

置
（
ブ
レ
ス
マ
ス
）
を
紹
介
さ

れ
た
。
外
形
は
１
㎡
程
度
の
装

置
だ
が
、
医
療
分
野
か
ら
農
業

分
野
、
工
業
分
野
ま
で
様
々
な

分
野
で
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　
５
月
の
暖
か
い
日
が
続
い
た

と
思
っ
た
ら
、
６
月
は
長
雨
が

続
き
、
牧
草
収
穫
は
ど
う
な
る

の
か
と
不
安
で
し
た
が
、
６
月

18
日
以
降
好
天
が
続
き
、
い
っ

き
に
収
穫
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

　
さ
て
、
６
月
議
会
は
、
大
き

な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
宮
本
町
長
が
４
選
不
出
馬
を

表
明
し
、
だ
れ
が
町
長
に
立
候

補
す
る
の
か
が
、
幌
延
町
に
お

け
る
最
大
の
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
財
政
状
況
も
良
い
幌
延
町
に
、

今
町
民
が
何
を
期
待
し
て
、
何

を
行
う
の
か
。
議
会
と
し
て
も
、

残
り
の
任
期
を
町
民
の
暮
ら
し

と
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
議

論
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

編 

集 

後 

記

編
集
委
員
長
　
鷲
見
　
　
悟

副
編
集
委
員
長
　
斉
賀
　
弘
孝

編

集

委

員
　
植
村
　
　
敦

吉
原
　
哲
男

ほろのべ議会だより 第78号　⑥ ほろのべ議会だより 第78号　⑤

幌
延
町
議
会

臨
時
会

第３回

５月12日

幌
延
町
議
会

臨
時
会

第４回

５月23日

◎
幌
延
町
認
定
こ
ど
も
園
建
設

工
事
契
約
に
つ
い
て

■
建
築
工
事
＝
９
６
２
・
３
２
㎡
。

平
成
27
年
１
月
30
日
ま
で
の
工

期
。
３
億
１
千
２
百
66
万
円
。

田
中
組
旭
川
支
店
。

■
電
気
工
事
＝
５
千
２
百
38
万

円
。
協
電
舎
。

■
機
械
設
備
工
事
＝
５
千
９
百

61
万
６
千
円
。
桜
井
冷
熱
機
械

株
式
会
社
。（
稚
内
市
）

　
病
院
を
解
体
し
た
業
者
が
、

そ
の
ま
ま
建
築
す
る
こ
と
に
な

た
。
何
か
利
点
は
あ
る
の
か
。

　
現
場
を
熟
知
し
て
い
る
。
水

道
や
下
水
道
関
係
も
把
握
し
て

い
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ
る
。

　
指
名
競
争
業
者
が
６
社
と
い

う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
会

社
を
指
名
し
た
の
か
。

　
稚
内
が
３
社
、
旭
川
が
３
社
。

　
道
路
に
大
型
車
の
出
入
り
等

が
あ
る
と
思
う
が
、
安
全
面
で

の
対
策
は
ど
う
か
。

　
解
体
の
時
に
出
入
り
し
た
、

旧
歯
科
病
棟
側
か
ら
の
出
入
り

と
な
る
。

　
１
月
30
日
ま
で
に
完
成
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
４
月
か
ら
の

運
用
開
始
に
向
け
て
の
外
構
工

事
や
遊
具
等
は
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

　
12
月
ま
で
に
は
外
構
の
部
分
は

あ
る
程
度
ま
で
完
成
さ
せ
た
い
。

◎
平
成
26
年
度
職
員
住
宅
建
設

工
事
契
約
に
つ
い
て

■
建
築
工
事
＝
１
億
１
百
８
万

８
千
円
。
株
式
会
社
高
橋
建
設
。

◎
意
見
書

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
、
国
際
貿
易
交

渉
に
関
わ
る
意
見
書
。

◎
町
税
条
例
の
改
正

■
法
人
税
割
の
制
限
税
率
１
０

０
分
の
14
・
７
が
12
・
１
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

町
の
税
率
も
12
・
１
に
改
正
す
る
。

■
軽
自
動
車
税
の
標
準
税
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

平
成
27
年
度
か
ら
適
用
す
る
。

■
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業

所
得
に
関
わ
る
町
民
税
の
所
得

割
の
免
税
措
置
の
、
平
成
30
年

度
ま
で
の
３
年
間
の
延
長
。

■
14
年
を
経
過
し
た
軽
自
動
車

税
の
税
率
規
定
適
用
は
、
平
成

28
年
度
以
降
と
す
る
。

　
町
民
に
ど
う
周
知
徹
底
さ
せ

て
い
く
の
か
。

　
今
回
の
改
正
で
影
響
が
で
る

主
な
も
の
は
肉
用
牛
と
軽
自
動

車
税
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

る
こ
と
と
、
広
報
誌
な
ど
で
周

知
し
た
い
。

◎
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正

■
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
が

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
改
正
と
税
率
の
改
正
。

　
平
成
25
年
度
全
国
町
村
議
会

表
彰
式
が
平
成
26
年
２
月
６
日

の
全
国
議
長
会
定
期
総
会
の
席

上
で
挙
行
さ
れ
、
全
国
28
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
表
彰
２
議
会
、
議
会
表

彰
26
議
会
の
内
、
本
町
議
会
も

他
の
規
範
と
な
る
議
会
と
し
て

議
会
表
彰
さ
れ
、５
月
12
日(

月)

の
第
３
回
幌
延
町
議
会
臨
時
会

終
了
後
、
議
場
に
お
い
て
宗
谷

町
村
議
会
議
長
会
会
長
の
山
須

田
猿
払
議
長
よ
り
伝
達
さ
れ
た
。

　
今
後
と
も
、
議
員
一
同
、
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
の
再
生
、
福

祉
の
向
上
な
ど
の
た
め
、
微
力

な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

幌
延
町
議
会
が

平
成
25
年
度

全
国
町
村
議
会

表
彰
を
受
賞

幌
延
町
議
会
が

平
成
25
年
度

全
国
町
村
議
会

表
彰
を
受
賞

　
町
村
議
会
議
長
と
し
て
７
年

以
上
、
議
会
議
員
と
し
て
15
年

以
上
に
わ
た
り
、
町
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
伝
達
は
、
６
月
17
日

（
火
）
の
町
議
会
定
例
会
に
先
立

ち
、
議
場
に
お
い
て
議
長
に
は

植
村
副
議
長
か
ら
、
議
員
に
は

野
々
村
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
議
長
７
年
　
野
々
村
仁
議
長

　
議
員
15
年
　
吉
原
哲
男
議
員

　
　
　
　
　
　
鷲
見
　
悟
議
員

議
長
及
び
２
議
員

が
北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
の
自
治
功
労

表
彰
を
受
賞

議
長
及
び
２
議
員

が
北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
の
自
治
功
労

表
彰
を
受
賞

▶
野
々
村
議
長
へ
議
長
７
年
表
彰

吉
原
議
員
、
鷲
見
議
員
へ

議
員
15
年
表
彰
▼

平
成
26
年
４
月
24
日

　
７
月
４
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ

た
。
幌
延
町
か
ら
は
９
名
の
議

会
議
員
と
、
事
務
局
２
名
が
参

加
し
た
。

　
今
回
の
講
師
は
「
議
会
改
革

の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
法
政

大
学
の
廣
瀬
克
哉
教
授
が
、「
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
政
治
」
と
題

し
て
橋
本
五
郎
読
売
新
聞
特
別

編
集
委
員
が
講
演
し
た
。
廣
瀬

氏
は
、
北
海
道
の
栗
山
町
議
会

が
全
国
に
先
駆
け
て
（
９
年
前
）

議
会
の
持
て
る
機
能
を
十
分
に

駆
使
し
て
自
治
体
事
務
の
立
案
、

決
定
、
評
価
に
お
け
る
論
点
、

争
点
を
広
く
町
民
に
明
ら
か
に

し
た
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

解
説
し
、
条
例
の
本
来
的
意
味

を
力
説
し
て
い
た
。
橋
本
氏
は
、

安
倍
内
閣
の
評
価
、
消
費
税

８
％
へ
の
引
き
上
げ
、
秘
密
保

護
法
、
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈

変
更
と
閣
議
決
定
の
問
題
点
に

ふ
れ
て
い
た
。

平
成
26
年
度
北
海
道

町
村
議
会
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
26
年
度
北
海
道

町
村
議
会
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

問答

答

問答

問答

問答問
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《
目
的
》

　
深
地
層
研
究
計
画
の
第
３
段

階
で
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
人
工
バ
リ
ア
性
能
確
認
試

験
の
過
程
や
仕
組
み
等
の
調
査

研
究
と
、
原
子
力
研
究
が
一
般

産
業
や
地
域
事
業
な
ど
で
有
効

活
用
が
出
来
な
い
か
、
そ
の
応

用
研
究
の
実
態
を
茨
城
県
東
海

村
に
あ
る
研
究
所
に
て
視
察
。

《
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
工
学
研
究
所
》

　
研
究
所
内
に
あ
る
地
層
処
分

基
盤
研
究
施
設
で
工
学
研
究
所

の
概
要
説
明
が
あ
り
、
先
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一

原
発
事
故
の
発
電
所
廃
止
措
置

に
向
け
た
研
究
開
発
や
福
島
住

民
へ
の
支
援
活
動
、
再
処
理
施

設
の
安
全
対
策
な
ど
が
新
た
に

取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

地
層
処
分
研
究
で
は
、
そ
の
処

分
方
法
や
研
究
開
発
の
実
態
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
中
で

も
、
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
と

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
は

深
地
層
の
科
学
的
研
究
と
地
層

処
分
技
術
の
信
頼
性
向
上
や
、

安
全
評
価
手
法
の
高
度
化
に
関

す
る
研
究
開
発
の
た
め
に
重
要

な
研
究
施
設
で
あ
り
、
特
に
平

成
26
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
人

工
バ
リ
ア
性
能
確
認
試
験
は
、

深
地
層
処
分
研
究
で
は
大
変
重

要
に
な
る
実
験
研
究
で
あ
る
と

の
こ
と
。

　
ま
た
、
隣
の
地
層
処
分
放
射

化
学
研
究
施
設
で
は
、
実
際
に

放
射
性
廃
棄
物
を
使
っ
て
、
極

微
量
の
酸
素
し
か
含
ん
で
い
な

い
深
地
層
環
境
を
模
擬
し
た
グ

ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
内
で
放
射
性

物
質
の
化
学
特
性
や
、
移
動
時

の
様
々
な
係
数
を
測
定
し
て
い

た
。

　
こ
れ
ら
の
実
験
研
究
は
、
実

際
に
貯
蔵
処
分
し
た
時
の
安
全

評
価
と
し
て
大
切
な
研
究
で
あ

る
。

《
原
子
力
科
学
研
究
所
》

　
こ
こ
で
は
、
研
究
所
内
に
あ

総
務
文
教
常
任
委
員
会
道
外
視
察
研
修
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
道
外
視
察
研
修
報
告

る
産
学
連
携
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設

を
視
察
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
原
子
力
機
構

の
研
究
開
発
成
果
を
産
業
界
や

大
学
等
と
連
携
し
保
有
す
る
施

設
で
、
設
備
を
外
部
と
供
用
し

な
が
ら
共
同
研
究
や
受
託
研
究

を
行
い
、
民
間
企
業
等
へ
の
技

術
支
援
や
技
術
移
転
を
し
て
原

子
力
機
構
の
研
究
技
術
成
果
を

社
会
へ
還
元
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
平
成
10
年
度
か
ら
昨
年
度
ま

で
に
応
募
件
数
１
２
６
件
中
86

件
採
用
し
、
そ
の
内
39
件
を
製

品
化
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
も

の
は
、
放
射
線
を
利
用
し
て
高

性
能
化
し
た
フ
ィ
ル
タ
ー
や
消

臭
剤
、
植
物
の
品
種
改
良
等
で
、

様
々
な
製
品
開
発
に
成
功
し
て

い
る
。

　
最
後
に
、
核
融
合
炉
技
術
を

利
用
し
た
高
感
度
ガ
ス
分
析
装

置
（
ブ
レ
ス
マ
ス
）
を
紹
介
さ

れ
た
。
外
形
は
１
㎡
程
度
の
装

置
だ
が
、
医
療
分
野
か
ら
農
業

分
野
、
工
業
分
野
ま
で
様
々
な

分
野
で
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　
５
月
の
暖
か
い
日
が
続
い
た

と
思
っ
た
ら
、
６
月
は
長
雨
が

続
き
、
牧
草
収
穫
は
ど
う
な
る

の
か
と
不
安
で
し
た
が
、
６
月

18
日
以
降
好
天
が
続
き
、
い
っ

き
に
収
穫
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

　
さ
て
、
６
月
議
会
は
、
大
き

な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
宮
本
町
長
が
４
選
不
出
馬
を

表
明
し
、
だ
れ
が
町
長
に
立
候

補
す
る
の
か
が
、
幌
延
町
に
お

け
る
最
大
の
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
財
政
状
況
も
良
い
幌
延
町
に
、

今
町
民
が
何
を
期
待
し
て
、
何

を
行
う
の
か
。
議
会
と
し
て
も
、

残
り
の
任
期
を
町
民
の
暮
ら
し

と
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
議

論
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

編 

集 

後 

記

編
集
委
員
長
　
鷲
見
　
　
悟

副
編
集
委
員
長
　
斉
賀
　
弘
孝

編

集

委

員
　
植
村
　
　
敦

吉
原
　
哲
男

ほろのべ議会だより 第78号　⑥ ほろのべ議会だより 第78号　⑤

幌
延
町
議
会

臨
時
会

第３回

５月12日

幌
延
町
議
会

臨
時
会

第４回

５月23日

◎
幌
延
町
認
定
こ
ど
も
園
建
設

工
事
契
約
に
つ
い
て

■
建
築
工
事
＝
９
６
２
・
３
２
㎡
。

平
成
27
年
１
月
30
日
ま
で
の
工

期
。
３
億
１
千
２
百
66
万
円
。

田
中
組
旭
川
支
店
。

■
電
気
工
事
＝
５
千
２
百
38
万

円
。
協
電
舎
。

■
機
械
設
備
工
事
＝
５
千
９
百

61
万
６
千
円
。
桜
井
冷
熱
機
械

株
式
会
社
。（
稚
内
市
）

　
病
院
を
解
体
し
た
業
者
が
、

そ
の
ま
ま
建
築
す
る
こ
と
に
な

た
。
何
か
利
点
は
あ
る
の
か
。

　
現
場
を
熟
知
し
て
い
る
。
水

道
や
下
水
道
関
係
も
把
握
し
て

い
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ
る
。

　
指
名
競
争
業
者
が
６
社
と
い

う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
会

社
を
指
名
し
た
の
か
。

　
稚
内
が
３
社
、
旭
川
が
３
社
。

　
道
路
に
大
型
車
の
出
入
り
等

が
あ
る
と
思
う
が
、
安
全
面
で

の
対
策
は
ど
う
か
。

　
解
体
の
時
に
出
入
り
し
た
、

旧
歯
科
病
棟
側
か
ら
の
出
入
り

と
な
る
。

　
１
月
30
日
ま
で
に
完
成
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
４
月
か
ら
の

運
用
開
始
に
向
け
て
の
外
構
工

事
や
遊
具
等
は
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

　
12
月
ま
で
に
は
外
構
の
部
分
は

あ
る
程
度
ま
で
完
成
さ
せ
た
い
。

◎
平
成
26
年
度
職
員
住
宅
建
設

工
事
契
約
に
つ
い
て

■
建
築
工
事
＝
１
億
１
百
８
万

８
千
円
。
株
式
会
社
高
橋
建
設
。

◎
意
見
書

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
、
国
際
貿
易
交

渉
に
関
わ
る
意
見
書
。

◎
町
税
条
例
の
改
正

■
法
人
税
割
の
制
限
税
率
１
０

０
分
の
14
・
７
が
12
・
１
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

町
の
税
率
も
12
・
１
に
改
正
す
る
。

■
軽
自
動
車
税
の
標
準
税
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

平
成
27
年
度
か
ら
適
用
す
る
。

■
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業

所
得
に
関
わ
る
町
民
税
の
所
得

割
の
免
税
措
置
の
、
平
成
30
年

度
ま
で
の
３
年
間
の
延
長
。

■
14
年
を
経
過
し
た
軽
自
動
車

税
の
税
率
規
定
適
用
は
、
平
成

28
年
度
以
降
と
す
る
。

　
町
民
に
ど
う
周
知
徹
底
さ
せ

て
い
く
の
か
。

　
今
回
の
改
正
で
影
響
が
で
る

主
な
も
の
は
肉
用
牛
と
軽
自
動

車
税
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

る
こ
と
と
、
広
報
誌
な
ど
で
周

知
し
た
い
。

◎
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正

■
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
が

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
改
正
と
税
率
の
改
正
。

　
平
成
25
年
度
全
国
町
村
議
会

表
彰
式
が
平
成
26
年
２
月
６
日

の
全
国
議
長
会
定
期
総
会
の
席

上
で
挙
行
さ
れ
、
全
国
28
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
表
彰
２
議
会
、
議
会
表

彰
26
議
会
の
内
、
本
町
議
会
も

他
の
規
範
と
な
る
議
会
と
し
て

議
会
表
彰
さ
れ
、５
月
12
日(

月)

の
第
３
回
幌
延
町
議
会
臨
時
会

終
了
後
、
議
場
に
お
い
て
宗
谷

町
村
議
会
議
長
会
会
長
の
山
須

田
猿
払
議
長
よ
り
伝
達
さ
れ
た
。

　
今
後
と
も
、
議
員
一
同
、
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
の
再
生
、
福

祉
の
向
上
な
ど
の
た
め
、
微
力

な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

幌
延
町
議
会
が

平
成
25
年
度

全
国
町
村
議
会

表
彰
を
受
賞

幌
延
町
議
会
が

平
成
25
年
度

全
国
町
村
議
会

表
彰
を
受
賞

　
町
村
議
会
議
長
と
し
て
７
年

以
上
、
議
会
議
員
と
し
て
15
年

以
上
に
わ
た
り
、
町
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
伝
達
は
、
６
月
17
日

（
火
）
の
町
議
会
定
例
会
に
先
立

ち
、
議
場
に
お
い
て
議
長
に
は

植
村
副
議
長
か
ら
、
議
員
に
は

野
々
村
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
議
長
７
年
　
野
々
村
仁
議
長

　
議
員
15
年
　
吉
原
哲
男
議
員

　
　
　
　
　
　
鷲
見
　
悟
議
員

議
長
及
び
２
議
員

が
北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
の
自
治
功
労

表
彰
を
受
賞

議
長
及
び
２
議
員

が
北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
の
自
治
功
労

表
彰
を
受
賞

▶
野
々
村
議
長
へ
議
長
７
年
表
彰

吉
原
議
員
、
鷲
見
議
員
へ

議
員
15
年
表
彰
▼

平
成
26
年
４
月
24
日

　
７
月
４
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ

た
。
幌
延
町
か
ら
は
９
名
の
議

会
議
員
と
、
事
務
局
２
名
が
参

加
し
た
。

　
今
回
の
講
師
は
「
議
会
改
革

の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
法
政

大
学
の
廣
瀬
克
哉
教
授
が
、「
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
政
治
」
と
題

し
て
橋
本
五
郎
読
売
新
聞
特
別

編
集
委
員
が
講
演
し
た
。
廣
瀬

氏
は
、
北
海
道
の
栗
山
町
議
会

が
全
国
に
先
駆
け
て
（
９
年
前
）

議
会
の
持
て
る
機
能
を
十
分
に

駆
使
し
て
自
治
体
事
務
の
立
案
、

決
定
、
評
価
に
お
け
る
論
点
、

争
点
を
広
く
町
民
に
明
ら
か
に

し
た
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

解
説
し
、
条
例
の
本
来
的
意
味

を
力
説
し
て
い
た
。
橋
本
氏
は
、

安
倍
内
閣
の
評
価
、
消
費
税

８
％
へ
の
引
き
上
げ
、
秘
密
保

護
法
、
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈

変
更
と
閣
議
決
定
の
問
題
点
に

ふ
れ
て
い
た
。

平
成
26
年
度
北
海
道

町
村
議
会
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
26
年
度
北
海
道

町
村
議
会
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

問答

答

問答

問答

問答問
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　幌延町職員（特別職・議員を含む）の給与等と、定員管理の状況をお知らせします。
　職員の給与は、平成１８年４月から給与構造の見直しなどにより、給料の抑制が行われてきました。さらに
平成２１年度には若年層を除く職員の給料引下げや民間との格差是正のため、期末勤勉手当の減額改定が
行われています。
　また、平成２５年１月から５５歳を超える職員の昇給抑制、平成２５年４月には、給与構造改革に伴う給料の
急激な減額を緩和するための経過措置額の支給を廃止しています。　
　町長等特別職の給料についても平成１５年４月に減額していますが、平成２３年６月にさらに減額しています。
　また、町長等特別職及び議会議員の期末手当については、平成２３年６月に減額しています。
　平成２５年度には、政府から地方自治体に給与減額措置の要請がありましたが、検討を重ねた結果、これ
までの人員削減と給与削減措置を実施してきた経緯を踏まえ、行政サービスに影響はないと判断し実施を見
送ることにしています。
　定員管理については、平成２６年度までの管理計画を策定していますが、適宜見直しを行いながら住民へ
のサービス低下を招くことのないよう、適正な定数管理を行っていきます。
　このページについて、お問い合わせ等ございましたら、総務課総務グループ【電話５－１１１１　内線１３９・
告知端末機５－８８１１】へご連絡ください。

町職員の給与・定数管理の状況をお知らせします町職員の給与・定数管理の状況をお知らせします町職員の給与・定数管理の状況をお知らせします町職員の給与・定数管理の状況をお知らせします町職員の給与・定数管理の状況をお知らせします

職員給与の状況
①人件費の状況（平成26年度各会計当初予算）

②一般職員給与の状況（平成26年度各会計当初予算）

③職員の平均給与月額及び平均年齢状況（平成２６年４月１日現在）

④職員の初任給と経験年数別平均給料月額（平成２６年４月１日現在）

会計区分 歳出予算額
（A）

人件費
（B）

26年度人件費率
（B/A）

25年度
人件費率

一 般 会 計

特 別・事 業 会 計

合 計

平成２５年度合計

5,044,000

1,089,678

6,133,678

5,460,399

528,471

220,409

748,880

924,273

10.5

20.2

12.2

13.8

22.2

15.6

千円

千円

千円

千円

会計名 職員数（A）
給料 職員手当

給　　与　　費 平成26年度
一人当り給与費

（B/A）

平成25年度
一人当り
給与費計（Ｂ）

一 般 会 計
特別・事業会計
合 計

会計名

区　　　　　　　分 初任給
経　　　験　　　年　　　数

10～15年
未　　満

1５～20年
未　　満

20～25年
未　　満

25～30年
未　　満

一 般 職 員

66
24
90

295,937円 351,480円 41.4歳

人

人

人

240,156
101,444
341,600

千円

千円

千円

172,200
140,100

大学卒
高校卒一般行政職

円

円
283,200

－　  
円

円
－　  

280,800
円

円
359,300
371,400

円

円
395,500
371,400

円

円

127,211
66,214

193,425

千円

千円

千円

367,367
167,658
535,025

千円

千円

千円

5,566.2
6,985.8
5,944.7

千円

千円

千円

5,930.5
6,723.3
6,164.8

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

％

％

％

％

％

％

千円

（Ａ）

（Ｂ）
（Ａ）－（Ｂ）　　▲175,393

※人件費には、給料・職員手当の他、共済費や退職手当組合負担金が含まれます。

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

※派遣職員、医療職の医師、医療技術職、看護師及び准看護師職員は除いています。
※平均給与月額とは、給料と職員手当(期末勤勉手当及び寒冷地手当を除く)を合わせた額の平均です。

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合の採用後の年数をいいます。
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⑤職員手当の状況（平成２６年４月１日現在）

⑥特殊勤務手当の状況

①部門別職員数の状況（平成２６年４月１日現在）

⑦ラスパイレス指数の推移
手　当　の　種　類

区　　　　　　　分 職　　員　　数
部　　　　　　　門

※特別職（町長・副町長）を除く

２６年度 25年度
2
17
3
5
1
8
36
13
24
37
73
10
0
2
1
1
3
7
90

2
16
3
5
1
7
34
11
23
34
68
10
0
2
1
1
3
7
85

1

1
2
2
1
3
5

5

対 前 年
増 減 数

区　分
支　　給　　状　　況

支　　給　　額
１　回
１　回
日　額
日　額
月　額
日　額
日　額
１　回
１　回

診療報酬等による
診療報酬等による
210円
210円
500,000円
210円
2,000円
1,700円～6,800円
300円～600円

⑴往診手当
⑵手術手当
⑶放射線作業手当
⑷病理細菌業務手当
⑸医師研究手当
⑹感染症等防疫作業手当
⑺死体処理作業手当
⑻夜間看護等手当（正規の勤務時間内）
　夜間看護等手当（正規の勤務時間外）

退 職 手 当

期末・勤勉手当

寒 冷 地 手 当

扶 養 手 当

住 居 手 当

特殊勤務手当

管 理 職 手 当

時 間 外 手 当

区　分
勤続20年
　　25年
　　35年
最高限度

支給率（自己都合）
21.62 月分
30.82 月分
43.70 月分
52.44 月分

支給率（定年）
28.98 月分 
36.57 月分 
52.44 月分 
52.44 月分 

国と同じ

国と同じ

国と同じ

国と同じ

やや異なる

異なる

異なる

国と同じ

６月期
12 月期

計

期　末
1.225 月分
1.375 月分
2.600 月分

勤　勉
0.675 月分
0.675 月分
1.350 月分

計
1.900 月分
2.050 月分
3.950 月分

職制上の段階、職務の等級による加算措置　　　　　有
職員の世帯の区分や扶養親族の数に応じて支給
支給額は51,700円～131,900円（幌延町は１級地）
○配偶者　13,000円
○扶養親族（配偶者を除く）
　　１人につき6,500円
　※満16歳から満22歳までの子１人につき5,000円加算
○借家の場合　　家賃に応じて100～27,000円
○自宅の場合　　5,000円/月
特殊勤務手当については、危険、不快、不健康等の特殊な業務に
従事する職員に支給
主幹職以上に支給
本俸に対し、課長職 10％、主幹職 9％
正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給
時間帯や平日・週休日に応じ、勤務した時間１時間につき、0.25
～ 0.75 の割増

職員数の状況

　ラスパイレス指数とは、国家公務
員の給与水準を100とした場合の、
地方公務員の給与水準を示すもので
す。
※「参考値」は国家公務員の時限的な
（２年間）給与改定特例法による措置
がなかった場合の値です。

区　分 21年度 22年度 23年度
93.9
98.4
94.4
96.0
94.2
94.3
94.5
90.7
91.1

94.7
96.5
92.9
99.7
94.6
94.5
95.0
91.9
90.7

94.2
97.8
93.0
97.1
94.4
98.2
96.4
92.9
90.6

103.6
105.9
102.3
106.9
102.5
104.2
100.5
100.2
99.2

(95.6)
(97.8)
(94.4)
(98.6)
(94.7)
(96.4)
(92.9)
(92.4)
(91.6)

(９５.０)
(９７.６)
(９４.４)
(９７.２)
(９３.５)
(９５.９)
(９３.６)
(９１.４)
(９１.１)

幌 延 町
猿 払 村
浜頓別町
中頓別町
枝 幸 町
豊 富 町
礼 文 町
利 尻 町
利尻富士

区　分

102.9
105.8
102.3
105.4
101.3
103.6
101.4
99.0
98.7

24年度

25年度 (25年度参考値)(24年度参考値)
幌 延 町
猿 払 村
浜頓別町
中頓別町
枝 幸 町
豊 富 町
礼 文 町
利 尻 町
利尻富士

一 般 行 政 部 門
（福 祉 関 係 除 く）

福 祉 関 係

一  般  行  政  部  門
特 別 行 政 部 門 　（教　育）

公 営 企 業 等
会 計 部 門

議 　 　 会
総 　 　 務
税 　 　 務
農 林 水 産
商 　 　 工
土 　 　 木
小 　 　 計
民 　 　 生
衛 　 　 生
小 　 　 計

病 　 　 院
水 　 　 道
下 水 道
国 　 　 保
介 　 　 護
小 　 　 計

（単位：人）
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②一般行政職員の行政職給料表級別職員数の状況（平成２６年４月１日）

③定員適正化計画書
※普通会計のうち衛生（診療所）部門をのぞいた人数

※１　町立北星園の民営化による職員の減
※２　町立病院の診療所化に伴う会計区分の変更

※（　　）内はＨ23年5月までの額

特 別 職 の
報酬の状況

標 準 的 な 職 務
職 員 数
構 成 比

手　当　の　種　類

計　　画　　期　　間
始　期 終　期 数値目標

６級
課長

平成22年4月1日 平成27年3月31日 職員数　８０人　▲7.0％

部　　　　　門

人
％

５級
主幹

人
％

４級
主査

人
％

３級
主任

人
％

２級
主事

人
％

１級
主事

7
12.1

11
19.0

15
25.9

10
17.2

4
6.9

11
19.0

58
100.0

人
％

合計
人
％

　職員の定員適正化については、平成２２年４月に「幌延町定員適正化計画」を策定し、「行政サービスを低下
させずに、最少の人員で最大の効果を発揮させる」定数管理を行っていくこととしています。
　基本的な考え方として、行政サービスの低下を招くことなく退職者の補充抑制を行い、組織の新陳代謝を図り
柔軟で効率的な行政運営のため、今後も職員の採用と、必要性の高い部署への重点配置を行います。
⑴定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
①定員適正化目標

②部門別職員数の推計と実績
定員適正化計画での職員数

部門別職員数の推移（実績）

※普通会計（一般会計及び診療所会計）
における、特別職（町長・副町長）
を除く一般職員

22年度
86

23年度
61

24年度
80

25年度
80

（単位：人）

（単位：人）

26年度
80

26年度
2
17
3
13
（-）
24
（17）
5
1
8
73
10
83

普 通 会 計 　 合 計

部　　　　　門 22年度
2
16
3
32
（23）
6
（-）
5
2
7
73
12
85

23年度
2
18
3
10
（-）
6
（-）
5
2
7
53
10
63

24年度
2
16
3
11
（-）
24
（18）
5
2
7
70
10
80

25年度
2
16
3
11
（-）
23
（17）
5
1
7
68
10
78

議 会
総 務
税 務
民 生

衛 生

農 林 水 産
商 工
土 木
一 般 行 政 計
教 育
普 通 会 計 　 合 計

（内その他の社会福祉施設）

（内、診療所）

区　　　　　分 月　　額
710,000円（750,000）
600,000円（630,000）
550,000円（570,000）

230,000円
190,000円
180,000円
170,000円

期末手当の支給割合
６月期　1.90 月分（2.10）
12月期　2.05 月分（2.30）
計　　3.95 月分（4.40）
６月期　1.90 月分（2.10）
12月期　2.05 月分（2.30）
計　　3.95 月分（4.40）

町 長
副 町 長
教 育 長
議 長
副 議 長
常任委員長
議 員

※１

※２

※

給　　　料

報　　　酬
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　幌延町では、排水設備指定工事店の資格要件に排水設備
工事責任技術者制度を取り入れており、次のとおり全道統一
試験を行います。
　なお、既に登録している方は、受験の必要はありません。
名　　　称
　平成２６年度北海道排水設備工事責任技術者試験
　（北海道地方下水道協会に委託して実施します。）
日時・場所
　平成26年10月21日（火）　北見・函館

10月22日（水）　釧路・室蘭・旭川
10月23日（木）　帯広・苫小牧・岩見沢
10月24日（金）　札幌

　午後1時30分から
手　数　料
　受験料：5,000円
受 付 期 間
　平成26年8月25日（月）～9月3日（水）
　　※土・日曜日は除く
そ　の　他
　試験用問題集・テキストが販売されています。（任意購入）
　必要な方は下記まで直接お問い合わせください。
　【ご注文先】
　　公益社団法人　日本下水道協会　総務課　図書係
　　ＴＥＬ　０３－６２０６－０２５１
　※　試験講習会はありません。
問い合せ先
　経済課管理グループ（上下水道担当）
　電　　話　5-1116（内線252・267）
　告知端末　5-8816

排水設備工事責任技術者試験のお知らせ排水設備工事責任技術者試験のお知らせ

　幌延町では、生活環境整備のため、平成14年度より個別排水処理施設整備事業（合併処理浄化槽設置）に
取り組んでいます。
　この事業は、公共下水道事業の処理計画区域外の全てを対象として、トイレ・台所・風呂などの排水を一緒に
処理する合併処理浄化槽を設置・管理するものです。
　平成25年度までに119基の浄化槽が設置されており、平成26年度では3基を予定しております。
　つきましては、平成27年度設置を希望される方は、11月30日までに役場経済課管理グループまでご連絡下さい。
　なお、本事業は今後も継続して実施します。

平成27年度に浄化槽の設置を希望される方へ平成27年度に浄化槽の設置を希望される方へ

　任期満了に伴う幌延町農業委員会委員選挙
は、無投票で６名の委員が当選しました。
　農業委員会は、選挙で選ばれた６名と、議会、
農業協同組合、農業共済組合から団体推薦を
受けた３名の計９名で構成されています。
　委員の任期は、平成２６年７月２０日から平成
29年７月１９日までで、農地等の利用に関する
調整や、町の農業政策の振興のためにご活躍
いただきます。
選挙による委員（あいうえお順）
　卯子澤　春　雄　　委　員　（字中問寒）
　庄　司　金　八　　委　員　（字下沼）
　鷲　見　　　悟　　委　員　（字幌延）
　長　澤　文　雄　　委　員　（字下沼）
　糠　　　則　明　　委　員　（字問寒別）
　日　野　勝　信　　委　員　（字上幌延）
議会推薦による委員
　無量谷　　　隆　　委　員　（字下沼）
農業協同組合推薦による委員
　夘子澤　芳　彦　　委　員　（字中問寒）
農業共済組合推薦による委員
　小　島　和　博　　委　員　（字幌延）

幌延町農業委員会委員が
決まりました

幌延町農業委員会委員が
決まりました

問い合わせ先　幌 延 地 区　　幌延町役場 経済課 管理グループ　　問寒別地区　　問寒別学習センター
　　　　　　　電　　　話　　５－１１１６（内線２５２・２６７）　　　　 電　　　話　　６－５００６
　　　　　　　告知端末機　　５－８８１６

設置を希望される方は、下記までお問い合わせ下さい。
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　この事業は、若者の採用・育成に積極的
な企業様に「若者応援企業」を宣言してい
ただき、ハローワーク及び北海道労働局が
積極的に企業のＰＲ等を行います。
　若者応援企業宣言時に提供いただきまし
たＰＲシートは北海道労働局のホームページ
及びハローワークにて公開し、若年求職者
及び新規学校卒業者の皆様に提供いたしま
す。
　若年者及び新規学校卒業者の雇用をお考
えのときには「若者応援企業」を宣言し、
積極的に企業アピールをしてみませんか！詳
しい内容等につきましては、お近くのハロー
ワークにお問い合わせください。
問い合わせ先
　ハローワーク稚内
　（電話：0162-34-1120）

ハローワークでは
「若者応援企業」を募集中です！

ハローワークでは
「若者応援企業」を募集中です！

違反運転者講習（2時間）
　　9月2日（火）　15：00 ～
　　　　　天塩町社会福祉会館
初回更新者講習（2時間）
　　9月2日（火）　10：00 ～
　　　　　天塩町社会福祉会館
一般運転者講習（1時間）
　　9月2日（火）　13：45 ～
　　　　　天塩町社会福祉会館
優良運転者講習（30分）
　　9月2日（火）　13：00 ～
　　　　　天塩町社会福祉会館
　　9月3日（水）　18：30 ～
　　　　　北留萌消防組合幌延支所

運転免許更新時講習運転免許更新時講習

　平成24年から25年にかけて全国で風しんが大流行し、北海
道においても25年に109人と前年の約5倍の患者数が報告さ
れました。
　風しんの免疫がない女性が妊娠中に感染すると、胎児が白内
障・先天性心疾患・難聴を主な症状とする「先天性風しん症候群」
になる危険性があります。
　北海道では「先天性風しん症候群」の発生を防止するための
対策として、妊娠を希望する出産経験のない女性等を対象に風
しん抗体検査料を助成します。
○対象者　北海道に在住の方のうち、いずれかの項目に該当す
る方。

①妊娠を希望する出産経験がない女性
②妊娠を希望する出産経験がなく、かつ抗体ができない女性

の配偶者(事実上婚姻関係のある方を含みます）並びに同
居者

③風しんの抗体価が低い妊婦の配偶者並びに同居者
＊ただし「過去に抗体検査を受けたことがある」「過去に２回

風しん予防接種を受けている」「検査により風しんと判断さ
れたことがある」方は除きます。

○実施内容  一旦、協力医療機関に支払った後、風しん抗体検
査費用を助成します。
○助成金額　検査方法によって変わります。ＥＩＡ法６６９０円、ＨＩ法
５２５０円（どちらかの検査方法により１回のみ）を限度として助
成します。
○申請書類の提出先
　北海道風しん抗体検査事業補助金交付申請書と領収書、並び
に住所地を証明する書類の写し（健康保険証、運転免許証、は
がき等、なお同居者の場合は、ご自分と対象女性の住所地を証
明する書類の写し、両方の提出が必要です。）を持って、住所地
の道立保健所（又は支所）に提出してください。（郵送可）
○実施期間　平成26年6月24日から平成27年3月31日まで。
○申請書提出期限　平成27年3月31日
○協力医療機関　北海道のホームページ又は最寄の保健所にお
問い合わせください。
○問い合わせ先
　北海道稚内保健所健康推進課
　　☎０１６２－３３－２４１７

先天性風しん症候群予防のための
抗体検査料を北海道が助成します
先天性風しん症候群予防のための
抗体検査料を北海道が助成します

ほろのべの窓　2014.8 月号▶　20



消費税及び地方消費税（個人事業者）
の中間申告と納付について

消費税及び地方消費税（個人事業者）
の中間申告と納付について

消費税及び地方消費税の中間申告と納付が必要な個人事業者とは
　個人事業者の方で、平成２５年分の確定消費税額（地方消費税額は含みません。）が４８万円を超える方は、消
費税及び地方消費税の中間申告と納付が必要です。
　「平成２５年分の確定消費税額」とは、平成２５年分の確定申告により確定した消費税の年税額をいい、期限後
申告又は修正申告等が行われた場合には、これらによって確定した消費税の年税額をいいます。

任意の中間申告制度の創設
　社会保障と税の一体改革に伴う消費税法の改正により、前年の確定消費税額（地方消費税額を含まない年税
額）が４８万円以下の方（中間申告義務のない方）であっても、「任意の中間申告書を提出する旨の届出書」を納
税地の所轄税務署長に提出した場合には、当該届出書を提出した日以後に、その末日が最初に到来する６月中
間申告対象期間から、自主的に中間申告・納付できることとされました。
　なお、この改正は、個人事業者の場合、平成２７年分の中間申告から適用されます。平成２７年分の６月中間申
告対象期間の末日は平成２７年６月３０日ですので、平成２７年分の中間申告から適用を受けようとする場合には、
同日までに当該届出書を所轄税務署長へ提出してください。

　消費税及び地方消費税（個人事業者）の納税には、振替納税が便利です。
　振替納税を利用するために必要な口座振替依頼書は、国税庁ホームページから入手できます。

　消費税及び地方消費税の中間申告には、「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」がご利用いただけます。詳し
くは、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

　中間申告の期限までに、中間申告書を提出しない場合でも、「１　前年実績による中間申告」の消費税額及び
地方消費税額が納付すべき税額として確定しますので、これを納付期限までに必ず納付してください。

　中間申告の方法と納付　～次の二つの方法のいずれかによることができます。～
１　前年実績による中間申告
　平成２５年分の確定消費税額に応じて、次により算出した中間納付税額を記載した「消費税及び地方消費税の中
間申告書」及び「納付書」を所轄税務署から送付しますので、必要事項を記入の上、税務署に中間申告書を提出する
とともに、納付書により消費税及び地方消費税を納付してください。

２　仮決算に基づく中間申告
　事業状況が平成２５年と著しく異なる場合などは、「１　前年実績による中間申告」の方法に代えて、各中間申告
対象期間を一課税期間とみなして仮決算を行い、これに基づいて計算した消費税額及び地方消費税額により中間
申告・納付ができます。
　なお、この計算により税額がマイナスとなった場合でも還付を受けることはできません。（この場合、中間申告納
税額は「0」になります。）また、仮決算による中間申告書は、申告期限を過ぎて提出することはできません。

（注）「確定消費税額」とは、中間申告対象期間の末日までに確定した消費税の年税額（申告書⑨欄の差引額）をいいます。

詳しくは、e-Taxホームページ　（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

平成２５年分の
確定消費税額（注）

中間申告・
納付の回数 中　間　納　付　税　額 申告・納付期限

４８万円超

４００万円以下

４００万円超

４８００万円以下

４８００万円超

年１回

年３回

年１１回

平成２６年９月１日（月）
（振替納税利用の場合の振替日）
平成２６年９月２９日（月）

平成２５年分の確定消費税額の１２分の６の消
費税額とその２５％の地方消費税額

平成２５年分の確定消費税額の１２分の３の消
費税額とその２５％の地方消費税額

平成２５年分の確定消費税額の１２分の１の消
費税額とその２５％の地方消費税額

詳しくは、国税庁ホームページ
(www.nta.go.jp)
でご確認ください。

21　◀ほろのべの窓　2014.8 月号



戦後海外から引き揚げて来られた方々へ戦後海外から引き揚げて来られた方々へ戦後海外から引き揚げて来られた方々へ
　税関では戦後、海外から引き揚げて来られた方々からお預かり致しました、約87万件の下記のような未返還
の保管証券類をお返ししております。

●終戦後、海外から引き揚げて来られた方々が、上陸地の税関・海運局に預けられた通貨・
証券。
●帰国前に樺太（真岡、大泊、豊栄、留多加など）、満州（瀋陽、吉林、撫順、鞍山など）
にあった在外公館、日本人自治会に預けられた通貨・証券等のうち日本に返還されたもの。

ま おか おおどまり とよさかえ る た か しん ざんあんぶじゅんりんきつよう

　【保管証券類とは…】
税関が保管している通貨・証券類には、携帯輸入が禁止された一定額を越えたものについて上陸港で引揚者
から税関が預かった『上陸港扱いの保管物件』。外地からの引き揚げの際、在外公館又は日本人自治会へ寄
託され、最終的に税関に移管された『外地扱いの保管物件』があります。

　返還の請求はご本人だけでなくご家族の方々でも構いません。『もしかしたら家にも…』 とお気付きの方は、
お気軽に最寄の税関までお問い合わせ下さい。

■  問い合わせ先
　函館税関監視部統括監視官部門
〒040-8561　函館市海岸町24番4号 函館港湾合同庁舎
　　　　　　  ☎０１３８－４０－４２４４

税関で保管している紙幣

　稚内税関支署
〒097-0001稚内市末広5丁目6番1号　☎０１６２－３３－１０７５

函館税関ホームページ　http://www.customs.go.jp/hakodate

　住民税非課税世帯の方は､お住まいの市区町村窓口に申請
をすることにより｢減額認定証｣が交付されます。
　病院の窓口で「減額認定証」を提示することで、窓口で
一定額以上支払う必要がなくなります。
　また、入院したときは、医療費の自己負担のほかに、食
事代などの一部をお支払いいただきますが、「減額認定証」
を病院の窓口で提示することにより、食事代などが減額さ
れます。
なお、以前加入していた医療保険を含め過去１２か月で「減
額認定証」が交付されていた期間の入院日数が９０日を超
えている場合、申請し認定を受けると入院時の食事代がさ
らに減額されます。
　上記の条件に該当される方は役場町民課生活環境グルー
プまでお問い合わせください。
　※下線部が８月１日より改正となる部分です。

問い合わせ先
幌延町役場町民課　生活環境グループ
電　話　５－１１１５(内線155）　告知端末機　５－８８１５

全国戦没者追悼式のご案内
　「戦没者を追悼し平和を祈念す

る日」の8月15日に日本武道館に

おいて開催され、町において半旗

を掲げることとしております。式

典当日の正午にはそれぞれの職場

や家庭において1分間の黙とうが

捧げられますようにご協力をお願

いいたします。

後期高齢者医療の被保険者の皆さんへ
～「減額認定証」のお知らせ～
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問寒別地区盆踊り大会

第44回名林公園まつり　14：00～ （山村広場）

第44回名林公園まつり　10：00～ （山村広場）

（保セ）さわやか教室　9：30～

にこにこ教室　9：30～

水中エアロビクス教室

（保セ）

おひさま子育て会　10：30～

MRⅡ期予防接種（予約制）

（問寒別町民会館）

（町立診療所）
MRⅡ期予防接種（予約制） （町立診療所）

運動習慣定着化事業　10：00～
　　　　　　　　　　14：00～
 MRⅡ期予防接種

（問寒別生涯学習センター）
（保セ）

（町立診療所）
はつらつ教室　9：30～ （保セ）

市民後見人養成研修啓発セミナー 18：30～（保セ）

水泳教室（低学年・一般）

健診結果説明会（予約制） （保セ）

健診結果説明会（予約制） （保セ）

はつらつ教室　9：30～ （保セ）

第3回幌延町工作実験教室

町民パークゴルフ大会
明寿会健康相談　9：30～
リトミック教室　10：30～
水泳教室（低学年・一般）

（保セ）

（問寒別老人センター）
（保セ）

（老人福祉センター）
エネルギー関連施設見学会（泊）
福寿会健康相談　14：00～
水泳教室（低学年）
エネルギー関連施設見学会（泊）
すくすく健診　10：00～、13：00～
水泳教室（一般）
エネルギー関連施設見学会　（泊）

はつらつ教室　9：30～ （保セ）
にこにこ教室　9：30～

【町立診療所】問寒別出張診療日

（保セ）

（ゆめ地創館）

第3回幌延町工作実験教室 （ゆめ地創館）

町民くらしのカレンダー　８月（August）
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男 詳しくは、稚内年金事務所（電話0162-32-1941）または町民課保健福祉グループ（電話5－1115内線１５９、告知端末機5－8815）にお問い合わせください。

不審な電話や訪問にはご注意下さい！！不審な電話や訪問にはご注意下さい！！不審な電話や訪問にはご注意下さい！！
●全国各地で、「社会保険庁」や「社会保険事務所」あるいは「社会保険事務局」、「日本年金機構」や「年金事務所」
もしくは「厚生労働省」などの職員と称して、現金を詐取したり、銀行口座番号を聞くなど、不審な電話や訪問
があったという問い合わせや、“年金関係の書類”を配達できないなどと言って、運送会社を名乗り、職業や会
社名などの情報を入手しようとする電話があったという問い合わせも寄せられています。
●これまでに寄せられた「不審な電話や訪問のケース」をご紹介しますので、怪しいなと感じたら、お近くの年
金事務所または警察に連絡してください。

～まず、ここにご注意ください！！～
・社会保険庁や社会保険事務所、社会保険事務局という組織は存在しません。（平成22年1月1日に廃止）
・公的年金の業務は、日本年金機構が全国の年金事務所で行っています。（平成22年1月1日から）
・医療給付の業務は、協会けんぽ（全国健康保険協会）で行っています。（平成20年10月から）

●「○月頃に、青色（水色）の封筒を送りましたが、返送しましたか」
　「医療費の還付金があります」
　「医療費の給付金が戻るので手続きするように」
などと言われ、銀行名や銀行口座番号を聞いたり、近くのATM（現金自動預け払い機）に行くよう指示され、
銀行口座番号などを教えたり、現金を振り込んだ。

ケース１：【青色（水色）封筒の返送確認】、【医療費の還付金手続き・給付金返還】

ここがポイント！！
・銀行口座番号や振込先などを電話で聞いたり、振り込みを指示することはありません。
・平成23年度は、青色（水色）の封筒で「ねんきん定期便」をお送りしていますが、返送をお願いするのは、ご自身の年金加

入記録に漏れや誤りがある場合だけです。

●「年金の手続きが済んでいないので、代わりに手続きをしてあげる。手数料が必要」
などと言われ、現金を渡した。

ケース２：【年金の手続き代行】

ここがポイント！！

●「老齢福祉年金の手続きがされていない。請求期限が切れてしまう。」
などと言われ、証書代金3,000円、印紙代500円を請求されたので支払った。 その際に領収書の発行は無かった。

ケース３：【老齢福祉年金の手続き】

ここがポイント！！

・日本年金機構及び民間事業者（※参照）は、手数料と称して現金をお預かりすることは行っていません（手続きに手数料は不要）。
代わりに手続きを行うこともありません。

・年金証書等の作成代金や印紙代は不要です。請求することもありません。
・老齢福祉年金を受給できる方は、大正5年4月1日生まれ以前の方に限られています。

●「国民年金保険料の未納があるので納付してほしい。」と言われた。その数分後に自宅を訪問してきた者から「国
民年金保険料が未納なので納めてください。」と言われ、現金を渡した。領収書を求めると「今日は持っていない。」
と言って立ち去った。

～不審な電話や訪問があった場合は～
・できるだけ1人で対応せず、相手の名前・所属・用件を聞き、メモを控えて家族等に相談してください。
・怪しいと感じたら、口座番号等の個人情報を話したり、支払いをせずに、お近くの年金事務所、または警察へ

お問い合わせください。

ケース４：【国民年金保険料に関する厚生労働省担当者からの電話】

ここがポイント！！
・厚生労働省の職員が国民年金保険料について、電話をしたり、自宅を訪問して現金を受領することはありません。
・国民年金保険料について、電話をしたり、自宅を訪問することがあるのは、日本年金機構及び日本年金機構が業務委託を行っ

ている民間事業者だけです。その際、民間事業者は、日本年金機構から業務を委託されていること、氏名と会社名を名乗るこ
とになっており、訪問時は、日本年金機構が発行した身分証明書を提示することとなっていますので、身分証明書を確認してく
ださい。自宅を訪問して国民年金保険料をお預かりする場合は、「領収証書」を発行しますので、必ず受け取ってください。
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問寒別地区盆踊り大会

第44回名林公園まつり　14：00～ （山村広場）

第44回名林公園まつり　10：00～ （山村広場）

（保セ）さわやか教室　9：30～

にこにこ教室　9：30～

水中エアロビクス教室

（保セ）

おひさま子育て会　10：30～

MRⅡ期予防接種（予約制）

（問寒別町民会館）

（町立診療所）
MRⅡ期予防接種（予約制） （町立診療所）

運動習慣定着化事業　10：00～
　　　　　　　　　　14：00～
 MRⅡ期予防接種

（問寒別生涯学習センター）
（保セ）

（町立診療所）
はつらつ教室　9：30～ （保セ）

市民後見人養成研修啓発セミナー 18：30～（保セ）

水泳教室（低学年・一般）

健診結果説明会（予約制） （保セ）

健診結果説明会（予約制） （保セ）

はつらつ教室　9：30～ （保セ）

第3回幌延町工作実験教室

町民パークゴルフ大会
明寿会健康相談　9：30～
リトミック教室　10：30～
水泳教室（低学年・一般）

（保セ）

（問寒別老人センター）
（保セ）

（老人福祉センター）
エネルギー関連施設見学会（泊）
福寿会健康相談　14：00～
水泳教室（低学年）
エネルギー関連施設見学会（泊）
すくすく健診　10：00～、13：00～
水泳教室（一般）
エネルギー関連施設見学会　（泊）

はつらつ教室　9：30～ （保セ）
にこにこ教室　9：30～

【町立診療所】問寒別出張診療日

（保セ）

（ゆめ地創館）

第3回幌延町工作実験教室 （ゆめ地創館）

町民くらしのカレンダー　８月（August）

六
月
定
例
俳
句
会

郭
公
の

　
鳴
い
て
サ
ロ
ベ
ツ

　
　
動
き
出
す

声
果
て
て

　
何
時
し
か
去
り
ぬ

　
　
閑
古
鳥

郭
公
や

　
山
峡
の
雨

　
　
糸
を
引
く

郭
公
の

　
声
確
か
め
て

　
　
旅
に
出
る

郭
公
の

　
声
打
ち
消
し
て

　
　
耕
耘
機

閑
古
鳥

　
朝
の
挨
拶

　
　
何
度
で
も

郭
公
の

　
こ
え
の
傾
く

　
　
山
の
牧

藤
岡
　
芙
美

横
山
　
貞
雄

三
浦
　
宮
吉

佐
藤
　
光
朗

富
樫
と
も
子

熊
谷
千
恵
子

田
中
　
徹
男
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■
企
画
・
編
集
／
総
務
課
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ
☎
⑤
１
１
１
１（
２
２
３
）　
■
印
刷
／
株
式
会
社
須
田
製
版

■
幌
延
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w

.tow
n.horonobe.hokkaido.jp

w
ebm

aster@
tow

n.horonobe.hokkaido.jp

■
平
成
26
年
８
月
　
■
発
行
／
天
塩
郡
幌
延
町

（平成26年６月
　　 末日現在）
※（　）内は前月比

男
女
計

世帯数

（＋５）
（＋４）
（＋９）

（＋７）

1,288
1,238
2,526
1,289

■
ま
ち
の
話
題
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
７
月

６
日
に
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ゆ
め
地

創
館
で
「
第
２
回
幌
延
町
工
作
実
験
教
室
」
が

開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
風
力
発
電
機
を
作
り
ま
し
た
。
前

回
の
ビ
ー
玉
万
華
鏡
作
り
よ
り
も
難
易
度
が
高

く
、
子
ど
も
に
は
少
し
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
員
完
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

■
子
ど
も
た
ち
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
プ
ロ
ペ

ラ
に
一
生
懸
命
息
を
吹
き
か
け
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

に
灯
り
が
つ
い
た
時
に
は
、
満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

■
今
回
の
開
催
で
、
２
回
目
と
な
る
工
作
実
験

教
室
で
す
が
、
前
回
に
続
き
、
子
ど
も
た
ち
の

好
奇
心
や
探
究
心
に
と
て
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
に
行
き
詰
る
と
、
自
ら
色
々
と
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
す
子
ど
も
や
、
完
成
し
て
い
る
子
の

作
品
を
観
て
、
自
分
の
う
ま
く
で
き
な
い
作
業

の
原
因
を
探
す
子
が
い
た
り
と
、
子
ど
も
た
ち

は
工
作
実
験
教
室
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
事

を
学
び
、
吸
収
し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

■
工
作
実
験
教
室
は
、
家
族
や
友
達
と
一
緒
に

楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
次
回
の
第
３
回
幌
延
町
工
作
実
験

教
室
は
、
８
月
２
日
㈯
、
３
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
総
務
課
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ
】

総務課企画振興グループ 電話 5-1111
　　　　告知端末機 5-8812

【内線】222・223・224

エゾスカシユリ

エゾシカ

　
は
じ
め
ま
し
て
、
侑
大
で
す
。

　
目
が
合
え
ば
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ

コ
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
、
我

が
家
の
癒
し
系
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
と
元
気

に
育
っ
て
ね

く
　
ん

中 

島
　侑 

大

(

平
成
25
年
11
月
15
日
生
・
宮
園
町)

お
父
さ
ん
　
　
信
　
吾
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
芽
　
衣
　
さ
ん

な
か

じ
ま

ゆ
う

だ
い

撮影者／鎌田米二郎さん

わ
ず
か
２
ヶ
月
あ
ま
り
で
の
到
達
で
す
。

そ
の
健
脚
ぶ
り
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
無
理
せ
ず
、
楽
し
ん
で
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
！

ほ
ろ
の
べ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
の

目
標
歩
数
達
成
者
を
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ろ
の
べ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
の

目
標
歩
数
達
成
者
を
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ろ
の
べ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
の

目
標
歩
数
達
成
者
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
丹
羽

　達
雄
さ
ん
（
字
問
寒
別
）

　
　
　
目
標
歩
数
は
１
０
０
万
歩
　
到
達
日
は
６
月
26
日

◎
一
関

　捷
治
さ
ん
（
５
条
南
１
）

　
　
　
目
標
歩
数
は
１
０
０
万
歩
　
到
達
日
は
６
月
29
日

◎
金
田

　光
子
さ
ん
（
字
問
寒
別
）

　
　
　
目
標
歩
数
は
１
０
０
万
歩
　
到
達
日
は
７
月
３
日

◎
佐
々
木

　信
雄
さ
ん
（
字
幌
延
）

　
　
　
目
標
歩
数
は
１
０
０
万
歩
　
到
達
日
は
７
月
６
日
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